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漢字学習の問題: 

１．漢字そのものに内在する問題 
 （1）学習対象漢字の数が多い 

（2）漢字語彙が多い 

（3）字体が複雑である 

（4）漢字を構成する要素が多い 

（5）個々の漢字に関わる情報が多い 

    （字体，字義，読み方，筆順，部首，熟語 

    など） 

（6）字体，字義，読み方の間の関連性が 

   明白ではない 

（7）音声情報が単一ではなく，音訓読みも 

   複数存在している 
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   漢字学習の問題:  2.教授法の問題 
 

（8） 丸暗記に頼る非体系的な指導法 

（9） 漢字の提出順序が非合理的 

（10）漢字学習の時間的制約 

（11）ICT（コンピュータや 

   インターネット）の 

   使用が不十分 
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漢字学習の問題: 

3.学習者の漢字認識の問題 
 （12）漢字を非体系的に感じる 

（13）自律学習方法がよく分からない 

（14）多様な漢字学習ストラテジー 

    について知らない 

（15）覚えた漢字を定着させられない 

（16）漢字辞典の調べ方が難しい 
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漢字学習の特徴 
・表音文字のキリル文字，ローマ字などを覚えると一生 
 問題なくどの文章でも読めるようになる。 
 

・それに対して漢字学習はフィニッシュがない。 
 

・日常生活でも、教育でも「魚を与えるのではなく， 
 魚の釣り方を教えよう」という原理は重要である。 
 

・適切な漢字学習法は学生の資質や個性，経験，知識量， 
 興味によることである。 
 

・批判的な視点から見て，何回も繰り返して書くという 
 従来の学習法に限らず，漢字を教えると共に様々な 
 漢字学習法を教えるのは重要である。 
 

・学習者に漢字が長い歴史をもつ面白い文字である 
 ことを感じさせるのは重要である。 
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 漢字を覚える方法と手段 
• 字体と意味を覚える連想記憶法 
• 字体と筆順を覚えるための 
  唱えことば 
• マインドマップ 
• 概念地図 
• 空書 
• フラッシュカード 
• 漢字字体，意味，読み方，筆順 
 などを覚える用のeラーニング 
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内容重視のアプローチに基づく 
デジタル漢字教材の基盤 

―世界観の漢字意味ネットワーク― 

世界 

自然 

有機世界 

動物 植物 

無機世界 

地球 

場所 

現象 

天 

人類 

社会 

人間 

家族 

体 

性格 

感情 

所有権 

健康 

動作 

環境 

文化 

教育 

ビジネス 

科学 

数学 

物理学 

言語学 

他科学 

人工世界 

技術 建設 

建物 

交通 
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開発されるデジタル漢字教材からの例 
「方向」というグループの漢字 

1 方 direction 

2 下 below 

3 上 above 

4 右 right 

5 左 left 

6 入 enter 

7 出 exit 

8 外 outside 

9 中 inside 

８ 

file:///C:/e-Learn Kanji-1/KANJI/方.docx
file:///C:/e-Learn Kanji-1/KANJI/下.docx
file:///C:/e-Learn Kanji-1/KANJI/上.docx
file:///C:/e-Learn Kanji-1/KANJI/右.docx
file:///C:/e-Learn Kanji-1/KANJI/左.docx
file:///C:/e-Learn Kanji-1/KANJI/入.docx
file:///C:/e-Learn Kanji-1/KANJI/出.docx
file:///C:/e-Learn Kanji-1/KANJI/外.docx
file:///C:/e-Learn Kanji-1/KANJI/中.docx
file:///C:/e-Learn Kanji-1/СЛАЙДЫ/Jap_Mil.mp3


 学際的な批判的思考による漢字字体の 
計量的分析を土台にデザインした 

画，片仮名と漢字の階層的な教育プロセス 

画 
↓ 

 片仮名 
↓ 

単体漢字 
↓ 

合体漢字（合成漢字） 
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片仮名と漢字の25種類画の 
アルファベット・コード 

 

A    B    C    D    E    

F    G    H    J    K    

L    M    N    O    P    

Q    R    
          

S     ｀   T    U    

V    W     
 

X     ヘ Y    Z    
 

 

 

 

 

 

 

 

 



    片仮名学習は漢字学習の予備段階 
 
片仮名と同じ形をしている漢字 
エ，カ，タ，ニ，口 
 

片仮名を組み合わせた漢字 
左，江，外，加，多，名，伝 
 

漢字を構成する片仮名の組み合わせ方 
 

横並び：カロ→加  イム→仏  ケケ→竹 
 

縦並び：ニル→元  ハム→公  ウハ→穴 
 

斜め並び：タタ→多  ナヌ→友  タロ→名 
 

複合的な組み合わせ：サイヒ→花  ロロロ→品 
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部首のコードの表の一部抜粋 

部首 アルファベット・ 
コード 

シンボル・ 
コード  

（部首番号） 

セマンティック・コード （意味的コード） 

英語 ロシア語 

一 A 1 One Один 

丨 B 2 Line Линия 

丶 Q 3 Dot Точка 

丿 P 4 Slash Слэш 

乙 W 5 Second Второй 

亅 J 6 Hook Крюк 

二 AA 7 Two Два 

亠 SA 8 Lid Крышка 

人 PO 9 Man Человек 

⺅ PB 9 Man Человек 

𠆢 PO 9 Man Человек 
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2136字の常用漢字に含まれる 
105種類の準部首の例 

準部首 シンボル・コード 含む常用漢字 

七             2AC 七切窃 

丁             2AJ 丁打庁灯町寧亭停頂貯訂 

丂             2AN 号巧汚朽極誇顎 

九             2PR 九枠尻究染軌砕粋酔雑 

乃             2PZ 秀誘透携 

于             3AAJ 宇芋 

万             3AGP 万栃励 
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   深い理解を目指す漢字の造分解 
１ 線型構造分解    露＝雨＋足＋夂＋口 
２ バイナリ造分解  露＝雨＋路 
３ 漢字の階層構造分解 

        露＝雨＋路(足＋各(夂＋口)) 

露 

路 
 

足 

各 

夂 口 雨 
 

 
漢字 

第3層 

第1層 

第2層 
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学習目標に適合した能動的で創造的 

漢字指導法の実践:マインドマップについて 

 
「比」が中心の漢字の 

    マインドマップ 

 マインドマップは漢
字学習で活用できる 

 連想記憶法が使える 
 頭の中が整理される 
 頭の中に眠っている
情報を整理する 

 内容重視のアプロー
チに基づき新しい 

 情報を取り入れる 
 相手に何かを伝える
時に力を発揮する 
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       学習目標に適合した能動的で 

  創造的漢字指導法の実践:概念地図について 

 

単語「子供」が中心の概念地図 

 

 漢字は一字一字 

 個別に覚えても 

 実用性は低い 

 漢字を含む語の 

 学習とその文脈で 

 の内容重視の使用 

 概念地図を用いて
学習活動を提案 

 この活動によって
確実に語彙を増加 
知識を整理 

 地図にある語彙を
使って作文を執筆 
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まとめ 

 • まず漢字学習の問題，漢字学習の特徴，学習法に触れた 

• 次に内容重視のアプローチに基づくデジタル漢字教材の基盤

―世界観の漢字意味ネットワーク―ついて話し,  

 デジタル漢字教材を紹介した 

• 学際的な批判的思考による漢字字体の計量的分析を土台にデ

ザインした画，片仮名と漢字の階層的な教育プロセスについ

て説明した 

• 学習目標に適合した能動的で創造的漢字指導法の実践: 

 内容重視のアプローチに基づくマインドマップと 

  概念地図の実例をあげた 
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